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鋳物、3Dプリンタ関連のマイクロ波利用

装置例：9kWマイクロ波加熱装置

・マイクロ波の特長である選択加熱を活かし、重ねた砂型の隙間にある接着剤を硬化させる。
マイクロ波を吸収しやすい接着剤を使用することで、砂型本体は加熱せず、
接着剤のみを選択的に加熱させることが可能である。

・従来の外部加熱では接着剤硬化に10分以上かかっていたが、
マイクロ波を使用することで1～2分で硬化させることが可能である。

・3Dプリンタの場合はパターンを描いたバインダ部分が優先して加熱される。

・耐荷重1000kgのローラーコンベア式加熱装置製作可能
・砂型が浮かないようにプレスしつつマイクロ波加熱可能
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